
令和 ６ 年度 

特別の教育課程の実施状況及び評価等について 

つくばみらい市立豊小学校 

 １ 特別の教育課程の内容  

（１）特別の教育課程を編成・実施する学校  

つくばみらい市立豊小学校 

（２）特別の教育課程の概要 

 「グローバル人財」の育成を目指し、急速に進展するグローバル化に対応することが

できる人材を育成するため、小学校 １年生～２年生において、生活科の 35 時間分（１

年生は 34 時間分）を設定する。「英語活動」においては、つくばみらい市独自に配置

している外国語指導助手（ALT)との 交流の機会を多く設け、体験的な活動をとおして

外国語や異文化を理解し、自他の文化や価値を尊重することができるグローバルな視

野や態度の素地を育む学習を行う。 

（３）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

つくばみらい市では、幼小中において連続性のある教育を推進し、就学前の公立幼稚

園でも、英語を用いた遊びなどを積極的に取り入れたり、外国人講師との英語での交流

機会を設けたりしている。この幼小中における学びの継続性から、就学前の学びを小学

校入学後においても継続する必要性があり、特別の教育課程を編成する必要がある。  

（４）特例の適用開始日  

令和６年４月 

（５）取組の期間  

令和８年３月 31 日まで 

 

２ 特別の教育課程の編成・実施計画に基づく実施状況  

・計画通り実施できている 

・一部、計画通り実施できていない 

・ほとんど計画通り実施できていない 

 

３ 特別の教育課程に基づく教育の実施状況に関する自己評価結果  

（１）第１学年児童による評価 

 ① 英語活動の勉強は好きですか 

 割合（％） 

とても好き ９０ 

好き １０ 

ふつう ０ 

あまり好きではない ０ 



 

② ALT の先生といっしょの活動は楽しいですか。  

 割合（％） 

とても楽しい ６０ 

楽しい ４０ 

ふつう ０ 

あまり楽しくない ０ 

 

③ 英語をもっと話せるようになりたいですか。 

 割合（％） 

とても話せるようになりたい ６０ 

話せるようになりたい ３０ 

あまり話せるようになりたくない １０ 

話せるようになりたくない ０ 

 

④ 外国のことをもっと知りたいと思いますか。 

 割合（％） 

とても知りたい ４０ 

知りたい ６０ 

あまり知りたくない ０ 

知りたくない ０ 

 

（２）第２学年児童による評価 

① 英語活動の勉強は好きですか 

 割合（％） 

とても好き ７２，７ 

好き ０ 

ふつう １８．２ 

あまり好きではない ９．１ 

② ALT の先生といっしょの活動は楽しいですか。 

 割合（％） 

とても楽しい ６３．６ 

楽しい ３６．４ 

ふつう ０ 

あまり楽しくない ０ 



 

③ 英語をもっと話せるようになりたいですか。  

 割合（％） 

とても話せるようになりたい １００ 

話せるようになりたい ０ 

あまり話せるようになりたくない ０ 

話せるようになりたくない ０ 

 

④ 外国のことをもっと知りたいと思いますか。 

 割合（％） 

とても知りたい ８１．８ 

知りたい １８．２ 

あまり知りたくない ０ 

知りたくない ０ 

 

 （３）保護者による評価 

① 小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることについて、どのようにお考えですか。 

 割合（％） 

とてもよい ７６．１ 

よい ２０．９ 

あまりよくない １．５ 

よくない １．５ 

② お子様は、外国語教育の時間を楽しみにしていますか。  

 割合（％） 

とても楽しみにしている ３５．８ 

楽しみにしている ５２．２ 

あまり楽しみにしていない ９．０ 

楽しみにしていない ３．０ 

③ 小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることで、お子様が英語を繰り返し学ぶ機

会が増えていると思いますか。  

 割合（％） 

とても増えていると思う ４１．１ 

増えていると思う ４７．１ 

あまり増えていると思わない １１．８ 

思わない ０ 



（４）学校関係者（教職員）による評価  

① 小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることはよい。  

 割合（％） 

大いにあてはまる ７１．４ 

あてはまる ２８．６ 

あてはまらない ０ 

全くあてはまらない ０ 

② 小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることで、児童が英語を繰り返し学ぶ機会

が増えている。 

 割合（％） 

大いにあてはまる ７１．４ 

あてはまる ２８．６ 

あてはまらない ０ 

全くあてはまらない ０ 

 

 

４ 実施の成果と今後の課題  

（１）成果 

 ・家庭や英会話で英語に触れていない児童にも早い時期から英語に触れる機会が平等に

与えられることはとてもよいと思う。 

 ・１、２年生の時から、外国人の ALT や外国語に慣れ親しむことで、３年生からの外国

語活動へのよいステップになると感じた。 

 ・特に３年生からは教科書を使っての本格的な授業の形になるため、その前にゲームやア

クティビティなどをメインとした活動で英語に触れることにより、「外国語の授業は楽

しい」という児童にとって、ポジティブなイメージで３年生の外国語活動を始めること

ができるのではないかと思う。 

 ・１、２年生の間に、外国語の時間で前に出て発表したり、デモンストレーションをした

りする経験を重ねることで、特に高学年になってからスピーチやプレゼンテーション

へのハードルが低くなるのではないかと期待できる。 

（２）今後の課題 

 ・多くの場合担任ではなく、ＡＬＴがＴ１のため、ＡＬＴのスキルや経験によって授業の

質が変わってしまう。ほとんど教育委員会からは指示はなく、それぞれがよいと思うこ

とをやっているので、学習内容にばらつきが出てしまう可能性があると思われる。 

 ・教育委員会から、１、２年生のおおまかなプラン（学ぶべきトピックや単語など）をオ

フィシャルに提示してほしい。特に、ＡＬＴは毎年新しい場合が多く、引継もできない

ため、次年度に何からスタートすべきか、前年度で何を学んできたのか分からず始めは



困ってしまうと思われる。 

 ・学校以外で英語を学んでいる児童の中には、１、２年生の授業があまりに簡単なため、

また内容がすでに学んだことと重複しているため、興味ややる気を失う児童がいる。そ

ういった児童たちも含めたよい授業をするべきだが、それがＡＬＴの力量次第という

ところが難しいのではないかと思う。 

・１、２年生の授業は、ゲームや楽しい活動ばかりになるため、「外国語＝ゲームの時間

やレクリエーションの時間」という印象が児童に強く残ってしまい、それを高学年にな

っても期待する児童が多い気がする。 

 

 


